
「アイヌ文化研究の今」第３回＜アイヌの植物世界＞ 　開催
　　　　　　　　　　　　　札幌大学大学院文化学研究科附属　ペリフェリア・文化学研究所

　ペリフェリア・文化学研究所はシンポジウム＆公開講座「アイヌ文化研究の今」第３回＜ア

イヌの植物世界＞　を１１月１８日（土）から開催します。

　一般にアイヌ文化は「自然と共生している」といわれますが、その際、植物が重要な位置づ

けをもってイメージされているように思います。しかし現実には、アイヌの植物に関する研究

は、有用植物利用のノウハウの蓄積程度で終わっている場合が多く、はたしてアイヌ文化の中

で植物というものがどのような位置づけを占めているのかについて、充分に議論されていると

はいえません。今回は、そのような、これまであまり顧みられなかった側面からのアプローチ

も含め、アイヌの植物について多面的に考察してみたいと思います。

　ペリフェリア・文化学研究所は北方研究を大きな柱の一つとしています。アイヌ文化研究は、

北海道内の研究機関が取り組むべき独自性の高い有意義な研究であるといえます。

【シンポジウム】

日　時：１１月１８日（土）　１３：００～１７：００

会　場：札幌大学　３１０１教室　　参加費：無料

記録映画上映 アイヌの四季と暮らし　第３巻（1995、アイヌ無形文化伝承保存会）から

「～貯える・飲む・食べる～」から20分間

講演＆コメント 薬用植物と現在の医学　　佐竹元吉（お茶の水女子大学教授）

アイヌが薬用に使う植物　山岸　喬（北見工業大学教授）

アイヌの精神文化と植物　北原次郎太（アイヌ民族博物館学芸員）　

【公開講座】

会場：札幌大学６１０２教室／受講者数１２０人（先着順）／受講料５００円（３回分資料代）

第１回　１１月１９日（日）　１０：００～１２：００

「世界が注目している先住民族の薬用植物～主にアンデス・アマゾンの例から～」

講師：佐竹元吉（お茶の水女子大学教授）

第２回　１１月２５日（土）　１３：３０～１５：３０

「植物から道具を造る」 講師：北原次郎太（アイヌ民族博物館学芸員）

第３回　１２月９日（土）　　１３：３０～１６：３０

「木幣の使い方に見える植物観」 講師：北原次郎太（アイヌ民族博物館学芸員）

「アイヌの植物世界の多様性」 講師：本田優子（札幌大学助教授）

　　　　　　

【問合せ・申込み先】

電話/ＦＡＸ　０１１－８５２－９３２５（本田）

E-mail  y_honda@sapporo-u.ac.jp　(本田）

２００７年、札幌大学は創立４０周年を迎えます。
札 幌 大 学
札幌大学女子短期大学部


